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生きづらさ・働きづらさを糧に地域・職場で共に 

2016年度総会・シンポジウムは 80名の多彩な方々にお集まりいただき、盛況のうちに

終りました。7 月から「たそがれ世一緒」もスタート。花火大会夜店は就労中の人等 20

人を含め 40名余が集まりました。8月に入り、「世一緒 NOW」を創刊。これまで世一緒の

グループワークにエントリーした１７０人に発送、地域・職場のつながりを模索中です。 
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総会記念シンポジウム報告 

なぜいま「働く障害者等のたそがれ社会参加スペース」なのか 
 6月 12日の定期総会の後、８０数名が参加して記念シンポジウムを行いました。就労支援センター受託終了

後 1年間、それまでの就労準備中の人中心の世一緒から、離職者やひきこもりの人、生保受給中の人、そして

就労後の地域生活を探る人…さまざまな「働く」をめぐるライフスタイルが出会い、かかわり合う世一緒にな

ってきました。その新たな人と人のつながりを、さらに広げ、深めるために、7月からたそがれ時のフリースペ

ース「たそがれ世一緒」をオープン。シンポジウムはその中身を考えるために開きました。 

 

朝日（コーディネーター） 

 夕暮れ、仕事が終わった後の、そういう時間を大事にしていきたい。そんな時こそ、社会参加の

重要なポイントだと。会場のみなさんには「『こんな職場参加をすすめる会』にしたい（なってほ

しい）」というアンケートをお配りした。休憩時に回収し、後半ご紹介しながらパネルディスカッ

ションを進めていく。その前に、世一緒のファシリテーターの日吉さんから問題提起をしていただ

いた後、パネリストのみなさんからお話しいただく。 

日吉（世一緒ファシリテーター） 

 世一緒は障害者が当番を務め、本人ペアによる仕事発見ミッションやグループワークをやてき

た。センター受託終了とこれまでの人の就労などで、就労準備者は減ったが、そのぶん就労者やひ

きこもりの人を含め新たなつながりが増した。そこでこの 7月から会社や施設から家に帰る途中で

立ち寄れる「たそがれ世一緒」を開く。そこでは地域で他人の手を借りて自立生活している重度障

害者が近所の知人の手を借りて、ホスト役を務める。 

尾谷（ニューオタニ社長） 

 春日部市で靴族加工の会社をしている。社員は知的障害者 4人、高齢者 4人。みな年金があるから

なんとかやれる。社員たちと障害者でソフトボールのチームを作り、地域の行事にも積極参加。障害

者雇用の制度は働いている障害者には役に立たず一般のものづくりの補助金が役立った。一昨年から

地域向けに「題名のない音楽会」を開いている。20年間続けたい。たそがれはあと 20 年後ですね。 

科野（就労継続 A型「あかり」施設長） 

 就労継続 A型 2ケ所で４４名の利用者がおり、１２市町から通っている。毎日４つか５つの仕事が

同時進行している。A型は仕事しながら一般就労の訓練をするところ。最低賃金を得られることが他

の施設とちがう。来ればもらえるのでなく、仕事することでもらえる。それが刺激になり目の前が開

かれる人もいる。世一緒のように仕事帰りに交流できる場があるのはいい。私も一度見学したい。 

大野（三郷市就労支援センター就労支援員） 

 就労支援センターの相談者にはひきこもりの人や高齢者もいる。それぞれの専用窓口でなく、総

合的にとらえ、本人も区分にとらわれず生きてゆく相談につながればと思う。センターはフォーマ

ルな場でインフォーマルなものに手を付けにくいが、双方を使い分け、人として育ってゆくことが

大きな力になると思う。すすめる会、世一緒はいろいろな人と出会う場所だと思うので、私が気づくようなひ

らめきのある場所に。 

若林（春日部市生活支援センターえん支援員） 

 えんの相談者で世一緒の活動に参加している石丸さんと話す。働くことで病状が重くなった。A型

事業所に行ったが 3日目で朝起きられなくなり辞めた。世一緒で自分の話をしたり、他の人の話を聞

いたりした。その中でまた動きがあり、近所のリサイクルショップ店主が病気の話を聞いて雇ってく
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れるようになったという。それから生き生きして、働きに行く前にえんに立ち寄っていた。でもうまくいかなく

てやめた。多様な就労の場はできたが、同時に、地域の商業施設などにもっと障害のある人の姿が見られること

が大事だと思う。これからも相談者や活動を通して行き来をさせてもらえればと。 

石丸（春日部市在住） 

 世一緒では水上公園の作業にも参加した。発病して 12 年。リサイクルショップで働けるようにな

り、うれしかった。最初は週に 5時間ぐらいでちょうどよかった。だんだん残業が増え、残業代がも

らえず現物支給だったので、おかしいんじゃないかと思った。2ケ月ぐらい働いたが、そういうのが

続くと疲れてしまうので辞めた。障害者とか健常者関係なく仲間としてしゃべっていきたいと思う。 

幡本（越谷市在住） 

 幼稚園ぐらいから自分が周りと違うと感じるようになり、自分の中に入り込み状況を理解でき

ず、周りを怒らせたりした。成績で周りの子と競うのも嫌で、家で暴れた。申し訳なかった。学校

を卒業しわらじの会で介助で働き、そこでも周りを怒らせたりしたが楽しかった。現在はマウスコ

ンピューターで段ボールを作ったり、緩衝材を作ったりちぎったりする仕事。時折嫌なことを思い

出してパニックになったりするが、そんなに嫌な思いをすることがなくなりありがたい。職場の人には感謝し

ている。すすめる会、世一緒は、障害を持った方も働いて充実感や喜びを味わえる場であってほしい。 

 

   

山﨑（会場から・当会運営委員） 

 世一緒は統一の何かを持っているわけ

ではなく、障害者も親の立場もいるし、関係ない人もいたりして、その人たちが支援する人、される人

という区分けではなく、ふらっといる。わたしは年数の分だけ人生経験がある、そのたそがれた分だ

けちょっと偉そうにしてみたりするが逆なこともある。世一緒の良さは誰が来てもいいという、もちろん頭に来

て怒ったり、いいことばかりじゃないが、自然の集まり。 

角屋（コメンテーター・越谷市障害福祉課副課長） 

自立支援法で就労系がサービスに位置づけられ、本来は障害者が 10 人いれば 10 通りの暮らしがあ

るはずだが、そのサービスでやりきれない所に着目したところがさすが。越谷市をまるまる「地域」と

してとらえるのではなく、居住を中心とした生活圏、自分の住んでいる地域にいる障害者について気

にするようになれば。それから差別解消法による分断のテーマ、合理的配慮の提供ができないので障

害者と接すること自体を避ける人が出てくるのではないか。こういう法律がいらなくなる社会にしてい

く必要がある。 

成塚（会場から・春日部市障害福祉課長） 

今年度から現職に。若林さんのお話もあったが、自立支援協議会が活発に動いているので、そういう

所と情報交換させていただきながら進めていきたいと思っている、今日のお話も参考になりました。 

児玉（三郷市障害者就労支援センター所長） 

今年度から移動になりまだ勉強中。三郷市の中でなかなか地域のネットワークが構築しづらい。朝日

先生の力を借りながらやっていきたい。 

朝日（コメンテーター） 

ありがとうございました。テーマに、支える、支え合うとあるが、支えがなくて働ける人はいない。たそがれ

世一緒に代表されるインフォーマルな場。ピア、障害の有無だけでなく仕事をして行く上での辛さ、それが何の

理由でもピアになりうる広がり、職場と異なる居場所が大事という事も感じた。そして、インフォーマルな取組

みがその価値を高めてフォーマルなものになっていく事を参加者の皆さんと共有して終わりたい。 
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吉田久美子 それでは、議案審議、第 1 号議案。2015 年度事業報告を日吉さんから。 

日吉 世一緒の皆さん、出てきてください。マイクを回して。 

水島 水島です。4 月 25 日で離職、今活動している。 

内藤 アイルビーバックというところで働いています。 

駒井 通所施設を辞め世一緒に入り、自分で探して一般企業に勤めた駒井リカです。野菜詰めの作業を頑張っ

てこなしています。12 月に入って半年を過ぎたが、会社でも慣れてきて仕事をどんどん数を仕上げるようにこな

しながら、これからも頑張って続けていこうと思っています。 

宗森 公園緑地協会の委託を受けたしらこばと水上公園の花植えの作業、就労に向けて自分なりに頑張って行

こうと思っています。 

浅井 ニューオタニで働いている浅井です。今日も半日、会社のメンバーと一緒に卓球バレーをしてきた。昨

年は和歌山県の大会、今年は岩手に出場予定です。 

野口雅 こんにちは、前は世一緒に通っていて今も時々どよう世一緒に行っています。今はクリナップというと

ころで働いています。 

佐藤 佐藤秀一です。世一緒に行って、自分でチラシ。 

直井 月曜日朝に求人広告チェック会をやっていて、僕はその広告を持ってきていますと。あと仕事発見ミッ

ションにも参加していますとのこと。 

野口明 今ピアパートナーとしていろんな仕事をして頑張っています。 

友の 金曜日のスタッフの友のです。水上公園の仕事があったらエントリーしている人たちに電話かけします。 

山崎 わたしは 2 月 16 日付で世一緒を退職、就労継続 A。 

木下 毎週水曜日世一緒で電話取りをやっている木下義彰です。以上です。 

新井 木曜日の当番をやっている新井です。火曜日は介助の活動をやっています。よろしくお願いします。 

日吉 どうもありがとう。皆さんに現状をお話ししてもらいました。これをもって事業報告にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年度事業計画（新たに加えられた点や当面の予定） 

１） 職場参加の基盤形成事業：仕事帰りの障害者等が立ち寄れる「たそがれ社会参加スペース

事業」（7月 7日から木曜 16：00～19：00開所し、週 3日をめざす） 

２） 福祉施設等の職場参加に関する協力関係形成事業：障害者だけでなく、困窮者、高齢者、

主婦、ひきこもっている若者等の就労困難者及び支援者の団体との協力関係を促進。 

３） 就労・生活支援のための資料収集と情報提供に関する事業：世一緒ＮＯＷ等の発行 

４） 啓蒙と地域の輪を拡げるための勉強会等を開催する事業：9月にべんきょう会設定 

５） 国、自治体に対して施策を提言する事業：7月 11日に越谷市長へ提言。 

６） 協力事業所の開拓に関する事業：仕事おこし懇談会 inこしがや、越谷にぎわいの会（水

辺の市）への関り、グループワークによる業務請負拡大等を介した事業所開拓も。 

 

▶ 職場参加をすすめる会名物 ◀ 
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鈴木操代表理事の逝去を悼む 

 当会が任意団体当時から代表を務めてきた鈴木操

さんが、６月８日、６６歳で亡くなられました。故人

の遺志により密葬で送られた。全国的に有名だった越

谷養鶏の生産者たちが都市化により地方へ移住して

ゆく中、（株）㋒鈴木商店社長としてそれらの卵を集め、

マクドナルドの月見ハンバーガーの材料として卸す

など、先駆的な事業展開を進めた後、勇退しました。 

越谷養鶏の時代は障害のある者も一緒に働いてい

ましたが、支援が充実すると地域の学校、職場から姿

が見えなくなってきたことを痛感。差別を避けるので

なく、ぶつかりあいながら地域の職場で共に働く関係

を拡げようと、当会設立にあたり代表理事をひきうけ、

商工会、法人会、ロータリーなどでも、機会あるごと

に啓発を行いました。 

当会にとって大きな打撃ですが、遺志を継ぎ、さら

に地域・職場を拓いてゆきます。 

 

越谷・高橋市長へ会として提言 

 ７月１１日、越谷市高橋努市長へ「共に働く街をま

ざす提言」を山崎副代表理事から手渡し、意見交換を

行いました。立澤福祉部長などの関係部課長等も同席。 

 提言は昨年暮れにまとめ、草加市、春日部市の両市

長には１月の時点で手渡し、懇談を済ませています。

越谷は高橋市長の入院加療により、半年遅れとなりま

した。 

 当会は６月に定期総会と記念シンポジウムを行い、

「たそがれ世一緒」など、働く障害者等の体験交流と

共に働く地域ネットワークづくりを進めています。市

としては、障害者個々人の支援以上に、事業主や同僚・

住民が共に働くために支援に力をと提言しました。 

 今後も継続して意見交換してゆくことを確認しま

した。 

  

越谷花火大会の夜店が大盛況 

「たそがれ世一緒」開始後１ヶ月 

 
 当会の新事業・「働く障害者等のたそがれ社会参

加スペース」が、７月７日七夕の日に始まり、毎週

木曜の 16：00～19：00に開かれています。 

会社や施設からの帰りがけに立ち寄れるようにと

始めたのですが、ホスト役の樋上さんや助手の正木

さんの人柄に惹かれて来る人もいるようです。 

ぽつりぽつりと家族や仕事の話をしたり、時には

マジック合戦などもあり、ゆったりしたひとときに

なっています。第２木曜は、19：00から世一緒 deキ

ネマが開かれるので、通しで参加することも可能で

す。あなたも来てみませんか。 

 

職場・地域ひろがり 

つうしん 

越谷花火大会が今年も７月の最終土曜夜に開かれ、

世一緒では夜店を開き、光るおもちゃや飲み物を販売

しました。世一緒の前は今年も歩行者天国になり、花

火見物のお客さんで埋まりました。世一緒では一般企

業や就労施設利用中の人を含め、４０人余りが参加し、

販売と懇親会をにぎやかに行いました。売り上げも４

万を超え、大盛況の夏の夜になりました。 
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グループワークを拡げました 

 
今年度から２ヶ所の事業所で、駐車場や工場敷地

の除草を請け負い、グループワークを拡大しまし

た。世一緒にふだん来られないひきこもり傾向の人

や、他に仕事をしていて時々草と向き合うと心が落

ち着くという人、生活保護を受給していて今後を模

索中の人などが参加しています。 

どちらの事業所でも、事業主や従業員のみなさん

との出会いを大事にして、働いています。 

このグループワークは、冬に入る前まで、コンス

タントにあり、一定の手当も支給されます。外へ出

て働くことを考えてゆくきっかけをつかみたい方、

どうぞご連絡ください。参加者に応じて、さらに工

夫を重ねてゆきます。 

 

プール客のど真ん中で花壇整備 

 しらこばと水上公園の花壇整備作業は、やはり

当会で年間を通して請け負っていますが、面積が広

いので、一斉作業が必要な時は、他の福祉施設や院

内デイケアとの共同作業で行っています。また、灌 

しらこばと水上公園の花壇整備作業は、やはり当会

で年間を通して請け負っていますが、面積が広水は

近くの福祉施設２ヶ所にお願いしています。 

７月半ばから８月いっぱいのプールシーズンは、

水上公園のクライマックス。除草一斉作業をした８

月５日も大賑わい。猛暑の中で一心に作業しまし

た。 

園内清掃をしている作業員が「気が付いたら草を

取ってるんだ」と話しかけてきたリ、お客さんか

ら、「きれいになったね」、「ごくろうさま」と声をか

けられてうれしかったと話していた参加者もいまし

た。 

 

総合県交渉「働く」の要望提案 

埼玉障害者市民ネットワーク（野島久美子代表）

主催の総合県交渉が、今年も 8月３０、３１日に、

県庁で開かれます。当会はその要望書の「働く」の

分野で、県への要望を提案し盛り込まれました。就

労というと障害者個人を能力・適性に応じて支援す

る面ばかり強調されますが、事業所や就労施設で共

に働く基盤整備について県・市町村だからこそでき

ることが多くあります。それをぬきにして、就労系

福祉サービス事業所をいくら増やしても、地域の会

社・店で共に働く関係は進まず、公費の無駄遣いに

なってしまいます。 

写真は昨年の総合県交渉で、就労Ａ型の経験を語

る世一緒スタッフ。今年も当会として、プレゼンを

担当します。 

 

水辺まつりを開きました 

毎月第 2火曜に開いている越谷・水辺の市、8月 9

日は夏休み中なので「水辺まつり」として、かき氷

やゲームなど遊びの要素を盛り込みました。３８度

の猛暑で客足は伸びませんでしたが、タンク☆ポッ

プさん（写真）の二回にわたるコンサートなどで盛

り上がりました。中央の Wakkoさんは、葱クイーン

に輝いたとのこと。 

 水辺の市は、脱サラした人や初めて店を出す主婦

たちが、新たに加わっています。    
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世
一
緒
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
一
七

〇
名
に
お
便
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
し
た 

 

⑦ 
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納
谷 

大
二
郎 

 
 

僕
は
今
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
と
言
う
身

で
す
が
、
越
谷
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
さ
ん
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

も
と
も
と
事
務
職
に
つ
い
て
き
た
と
言

う
事
も
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
章
を
作
成

さ
せ
て
貰
っ
た
り
、
書
類
整
理
や
荷
物
運

び
な
ど
様
々
な
依
頼
を
受
け
な
が
ら
働
い

て
い
ま
す
。 

人
助
け
と
言
う
言
葉
が
好
き
な
僕
な
の

で
、
誰
か
の
役
に
立
つ
為
に
も
丁
寧
に
か

つ
確
実
に
や
り
こ
な
し
て
い
ま
す
。 

 

中
途
半
端
が
嫌
い
な
の
で
、
依
頼
さ
れ

た
ら
喜
ん
で
受
け
、
集
中
力
を
絶
や
さ
ず
、

弱
音
を
は
か
ず
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

仕
事
が
あ
る
だ
け
で
も
有
難
い
事
で

す
。 皆

さ
ん
か
ら
、
彼
い
い
ね
～
と
か
、
納
谷

さ
ん
に
頼
ん
だ
ら
完
璧
に
何
で
も
や
っ
て

く
れ
る
な
ど
お
褒
め
の
言
葉
も
あ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
場
を
元
に
、

安
定
し
た
職
場
に
向
け
て
日
々
精
進
し
、

よ
り
良
い
自
分
、
必
要
と
さ
れ
る
自
分
へ

と
な
っ
て
行
き
た
い
で
す
。 

 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
か
ら
次
の
職
場
へ 

木
田 

東
子 

 

い
ま
は
順
天
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
っ
て
い

ま
す
。
よ
い
し
ょ
に
は
暑
く
て
な
か
な
か

い
け
ず
。
今
日
（
８
月
６
日(

土)

）
中
央

公
民
館
に
行
っ
た
つ
い
で
に
、
や
っ
て
い

る
か
寄
っ
た
。 

 

あ
ー
よ
い
し
ょ
は
ふ
る
さ
と
み
た

い
。
安
心
す
る
。 

デ
イ
ケ
ア
に
は
週
３
日
（
月
、
水
、
金
）

と
行
っ
て
ま
す
。
暑
く
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ん

か
大
変
。
も
う
全
身
真
っ
黒
。
☀
今
日
で

さ
ら
に
焼
い
て
、
真
っ
赤
。 

休
み
の
日
は
、
今
は
夏
で
暑
く
て
だ
れ

て
い
ま
す
。
本
を
読
ん
だ
り
、
音
楽
を
聴

い
て
ま
す
。
本
は
り
ん
り
の
本
で
、
心
が

前
向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
一
冊
買
い
ま
し

た
。
な
け
な
し
の
お
金
を
は
た
い
て
。 

  

  

遠
藤 

友
紀
恵 

 
発
達
支
援
教
室
の
バ
イ
ト
を
続
け
て
い

ま
す
。
「
夏
期
講
習
、
目
標
○
○
時
間
！
」

と
会
社
は
利
益
を
出
そ
う
と
、
教
室
ご
と

に
時
間
数
を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
出
し
た
り

と
、
必
死
で
す
。「
な
ん
だ
か
な
あ
～
」
と 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 

こ
こ
で
リ
セ
ッ
ト
し
て
復
職
を 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た

ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
世
一
緒
は
専
門
家
が
障
害
者
を
指
導
・
訓
練
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
就
労
し
て
い
た
り
、
就
労
準
備
中
で

あ
っ
た
り
、
離
職
後
だ
っ
た
り
、
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
、
街
の
中
で
ほ
か
の
み
ん
な
と
一
緒
に
生
き
て
ゆ
く
道
を
探
る
こ
と
が
世
一
緒
の
事
業
で
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事

（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
主
婦
や
高
齢
者
が
地
元
の
店
や
事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創
り
だ
す
た
め

の
「
水
辺
の
市
」
の
手
伝
い
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

思
い
な
が
ら
、
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
、 

こ
な
し
て
い
ま
す
。（
笑
） 

 

 

  

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ 

 

 

ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
。
仕
事
は
ま

だ
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
探
し
て
は
い

る
が
、
す
ぐ
疲
れ
る
の
が
欠
点
。
衣
食
住

（
家
事
）
で
精
一
杯
。
デ
イ
ケ
ア
に
週
３

～
４
回
通
っ
て
い
る
（
午
前
中
の
み
）
。 

 

精
神
疾
患
は
理
解
さ
れ
な
い
（
見
た
目

な
ん
と
も
な
い
為
）。 

 

生
活
保
護
は
差
別
さ
れ
る
（
な
り

た
く
て
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
）。  

 

 

 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ 

 

、 

 

柳
沢 

宏
樹 

 

初
め
ま
し
て
、
私
は
柳
沢
と
い
い
ま
す
。 

私
の
し
ゅ
み
は
、
野
球
観
戦
と
鉄
道
し

ゅ
み
で
あ
り
ま
し
て
、
主
に
乗
り
鉄
が
メ

イ
ン
で
す
。 

 

こ
こ
に
来
た
理
由
は
、
今
、
就
労
し

て
い
る
会
社
で
心
身
面
の
不
安
と
体
調
が

悪
く
、
会
社
側
で
休
ん
で
み
て
は
ど
う
で

す
か
？
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
親
と
支
援
セ

ン
タ
ー
の
担
当
者
と
相
談
し
た
結
果
、
１

ヶ
月
休
職
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で

は
問
題
な
く
仕
事
は
で
き
て
い
た
の
で
リ

セ
ッ
ト
で
き
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。 

 

今
は
、
時
間
通
り
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
リ
ズ
ム
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

早
朝
に
散
歩
、
な
れ
て
き
た
ら
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
す
る
予
定
で
す
。 

 

来
月
に
復
職
し
て
、
自
分
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
き
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

衣
食
住
で
せ
い
い
っ
ぱ
い 

当会はみなさまの会費と寄付金等により支えられています。どうぞ、ご協力をお願いします。 

二
〇
一
六
年
八
月
二
〇
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
）
通
巻 

第 
 
 
 
 
 

号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

川
口
市
元
郷
一
‐
十‐

十
三 

 

頒
価
二
〇
〇
円 

 

デ
イ
ケ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す 

な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
ま
す 

今
は
生
活
の
リ
ズ
ム
を 

 

石
丸 

洋
介 

 

今
は
、
世
一
緒
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
Ａ

型
作
業
所
の
実
習
も
終
わ
り
、
家
庭
の
手

伝
い
や
水
上
公
園
の
作
業
を
や
り
な
が

ら
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
様
に
し
て
ま

す
。 
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